


土した。護の屑部へは逆ト宇の記号文がみられトの字

を表現したのではなかろうか。また、このような集石

遺構は古墳時代において全国的には 2例の報告があり、

東大阪市例と出雲市例がある。さらに共通することは、

水に関係する祭記であり、板石を組み上げるというこ

とである。検出した集石に使用された板石の材質は、

硬質砂岩、花岡岩、自然石であった。おそらく、河川

祭配と琵琶湖に対する祭記であると考えられよう。

さらにまた、特筆すべき遺物として軽石製の浮きが

あり、古墳時代の遺物としては貴重であると替える口

過去の出土例でも、九州・中間・四国・近畿地方南部

の海岸部に近い遺跡よりの出土はみられるが、内陸部

の出土であり琵琶湖の漁業に使われていたと思われ、

物震流通を考えさせる資料である。

(長浜市教育委員会西原雄大)

14.奈長時代の土墳から土馬が出土

野淵田7 小諜原遺跡

野洲町の中心街に位置する小篠原遺跡は、縄文時代

から中世にかけての集落選跡として腐知されている。

今回の調査地は!日中山道沿いに位置しており、古代東

山道の推定路としても考えられている。調査を進めた

結果、その関連性が高い|幅約 1mの溝 1条と溝に並列

して建っている掘立柱建物 1棟が検出された。溝は中

山道に直行する位置にあり、理土から 7世紀後半から

8世紀初頭の須恵、器・土締器が出土している。

また、前項の遺構が出現する直後まで存続していた

と考える竪穴式住居 l基、室町時代の遺物が出土した

溝、掘立柱建物 6棟以上をそれぞれ検出した。遺物で

は、室町時代の溝に混入した弥生時代の石鍛や、奈良

時代初頭に併行する土師器・須恵器、室町時代の土師

盟や信楽焼等が出土している。その中で奈良時代の土

墳より「土馬Jが出土したことは大きな成果といえる。

土馬は、調査区域の!日中山道沿いに近いi福0.8mのこt

壊から出土しており、形状は脚部局辺のみで腹部に 2

箇所の穿孔が確認でき中空を呈している。時期は同じ

出土遺物から 7世紀後半から 8世紀初頭に比定できる。

土馬出土の二七墳(中央)
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土馬は当時、流行した疫病は崇り神が馬にまたがって

広めたと恐れられており、その足である馬の動きを封

じ込める呪いの道具として使われたといわれている。

そのため、だいたいの発掘事例では意図的に破壊され

た状態で出土しており、今回の調査でも同じ結果が確

認できた。

野洲町内での土馬の出土は、これで10例自にのぼり

徐々にではあるが古代における祭記の様相が浮かびあ

がっている。今回の調査は、その後元に欠かすことの

できない貴重な資料を得られたと評価できる。

(野洲町教育委員会 田中城久)

15.弥生から鎌倉時代の遺構を検出

野洲町辻町溝跡

野洲町辻町に位置する辻町遺跡はこれまでの調査件

数が少なく性格不明な部分が多かったが、今回(仮称)

ほほえみ情報交流センター建設に伴い広域発掘調査が

行われた。

今回の調査地点は大岩山銅鐸出土地から約1.5km離れ

た位置にある約 1万平米である。

調査の結果、弥生時代後期の方形周溝墓8基、平安

~鎌倉時代の集落に伴う掘立柱建物 7棟以上、井戸 4

基・溝・ピット多数や河道遺構を検出した。

調査地全景

方形周溝墓は①溝を共有しないものと②講を共有す

るものに大加できる。また溝が全周するものはなく、

コーナ一部が 1ヶ所ないし 2ヶ所途切れている。埋葬

施設等は検出されなかった。全長は9.5~12m程度で、

溝の 11屈は 1~3m程度、残存する深さは0.1~0.5m と

浅い。いずれも構内から遺物が出土しており、長頚章、

広口短頚査、受口状口縁を持つ護、小形鉢等が見られ

る。概ね弥生後期前葉~中葉の範鴎におさまるものと

考えられる。

集落に伴う遺構からは 9~10世紀にかけての遺物が

出土しており、回転台土師器、緑糊胸器、灰糊陶器、

須恵器杯等が見られる。その他には14世紀代の土師器

椀、皿がある。

以上の結果、弥生時代において墓域であった本調査



地は平安時代には集落の中心域になったものと考えら

れる。その後は中L[J道の発達に伴い集落の中心は中山

道沿いへ移行し、現在の辻町集落の前身になったもの

と考えられる。

このように、本調査地は辻町遺跡の中心域にあたり、

複数の時代にわたって人々の生活が営まれていたこと

がわかった。

(野洲町教育委員会 中村幸代)

堤区農村公園建設工事に係わる発掘調査で、堤集落

の南側に所在する狩上神社南側の!日堤防敷約4，800r討を

対象地とし、その内の削平部分約920mについて 3遺構

面積約2，760r討を調査した。

これまでの 3次に及ぶ発掘調査において、幾つかの

点が明らかにされている。まず、①!日北流は自然河道

を回定したものではなく当初は人工消川であったこと、

②人工河川の築堤時期は少なくとも15世紀前後と見ら

れること、③寛文2年 (1662)の琵琶湖西洋地震と見

られる大規模な噴砂跡の存在から、 2~3 世紀の聞に

天井川化が急激に進んだ、こと、④平安時代末に創建さ

れたと考えられる規模の大きな寺跡が堤防の南側に隣

f妾していたことなどカfあ』デられる。

第4次調査では、当初の人工河川のお岸堤防と河道

〔河床〕の一部について調査を実施した。確認される

遺構碩は100面近くあり、この内の特徴ある 3遺構閣に

ついて調査を実施した。この結果、台形を呈する右岸

堤防‘を約36m確認した。調査により検出した遺構は、

あらい洪水砂による堆積が始まる直前の状況をしめす

上層遺構〔用水路から河川への時代)、用水路が急、j敢に

堆積し始めお岸堤防にも感土が繰り返される中層遺構

〔用水路の保守時代〕、堤を築き用水路を初めて作った

時の状況を示す下層遺構〔用水路の開削時代〕を示す

ものである。下層遺構において検出された当初の堤防

は、内側傾斜の緩い基底i幅約 7m、上面JI!高約 2m、高

さ約1.5mで、顕著な基礎構造はありませんが粘震な土

野洲JIII日右岸堤防跡検出状況
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を水平に繰り返し盛った構造で、第 1次調査により検

出されている左岸堤防の高さとほぼ同じものであった

ことが明らかとなった。また河床には、堤防の盛土に

用いる土砂を採取するためか、河床を平らにするため

か明らかではありませんが、区画を残す無数の掘り込

み跡や、壊状の盛土が見られた。

今回の調査により、初めて堤防を平面的に調査でき

た。これにより堤紡の方向がこれまで考えていたより

も直線的であったこと、河床の状況や堤防の付帝構造

などが明らかとなった。

(中主町教育委員会辻広志)

17九;野由悶j沼叩包

中主器町r野毘沼遺跡 | 

野掛洲i郡行政事務組合の一般廃棄物最終処分場の拡張

工事にかかわり札、戦中の干拓や戦後の圏場整備(伴t構普造
改善事事.業)等により水田化した須原招内湖に所在する

野田沼遺跡の発掘調査で、11，795mの敷地の内約3，164

dの3遺構面、約9，856mを調査した。

本遺跡は、干拓事業の工事のおりに偶然発見された

丸木船により、縄文時代晩期の遺跡として把握されて

きた。その当時、同じ内湖の遺跡である近江八幡市・

元水茎遺跡や安土町・大中之湖遺跡でも縄文時代後期

と見られる同様な丸木船の出土があり、縄文時代の遺

跡との印象を今日まで強く与えてきた。さらに、これ

まで調査の機会が全く無く、町内の中でも遺跡の性格

が明らかでない遺跡の一つであった。

今出の調査により、近世~近現代の遺構、中世初め

の遺構、吉墳時代前期の遺構の大きく 3時期の遺構面

を調査した。この内、中層で検出された鎌倉時代頃の

幅約20m、深さ約 3mの城跡は、用水堀としてだけで

はなく、水還の存在を示す規模のものであり、さらに

この堀肩より出土した鉄鉾、経又鍛(鏑矢)、繋頭鍛

(矢)、柄杓、曲物などの祭杷兵の存在から、当調査地

区が琵鷲搬に面する特別な場所であったことを示すも

のとして注意された。特に鉄鉾は、由宝に指定されて

いる奈良市・春日大社所蔵の古神宝類と同時期のもの

と考えられ貴重である。また下層では、砂堆の波打ち

際に帯状に浮く木製品や土器、水深の浅い湖餓のセタ

シジミやタテボシガイ、カラスガイ等の生痕等、その

水位と共に重要な成果を得た。

なお、遺跡発見のきっかけとなった琵琶湖文化館に

現在保管される丸木船は、その出土場所が中層の堀跡

南側延長部に位置すること、製作技法や船底の浅い構

造など中世の丸木船である可能性が高くなった。

今後は、古環境分析の成果や堆積層の検討により、

琵琶湖や内湖の変化をより具体的に示せるように整理

作業を進め報告したい。




